
ブラックダイヤモンド
カラビナ、ロッキングカラビナ取扱説明書

■用途と強度
・ブラックダイヤモンドのカラビナはロッククライミング、アイスクラ

イミング、登山以外には使用できません。このパンフレットではカ
ラビナの正しい使用例の一部と間違った使用例の一部を紹介されて
います。このパンフレットにある間違った使用例は最も一般的な例
ですが、それ以外にも数多くの例があります。カラビナの正しい使
い方を習得することは、クライミング中の危険を減らすことにつな
がります。

・カラビナは壊れることがあります。カラビナには強度が刻印されてい
ますが、これはその強度を適正な方向に加重するとカラビナが壊れ
ることを表しており、その強度までカラビナが耐えられるという数
値ではありません。カラビナは図13のように主軸に沿った縦方向に
加重された時のみ強く、それ以外の加重は大変危険です。

■カラビナの使い方
・ゲートがスプリングの力によって閉じられていること、ゲートの動き

に異常がないことを常に確認して下さい。ゲートのヒンジ(ピン)がノ
ーズと噛み合い、途中で止まっていないことを確認して下さい。

・カラビナにロープを通すときは図1のようにロープがカラビナの後か
ら前に抜け、岩から離れるようにして下さい。

・カラビナのゲートは、図4のようにクライマーが登る方向と逆向きに
なるようにセットして下さい。

・カラビナに3方向からの加重が掛からないようにして下さい(図6)。
・カラビナが岩角をまたいだ状態で加重しないで下さい(図7、8)。
・どのような種類のカラビナでもゲートを横切るような加重はしないで

下さい(図9)。
・カラビナのゲートが開いてしまうようなセットはしないで下さい(図10、

11)。耐加重が低下するとともにロープが外れやすくなります。ク
ライミング中は常にゲートの状態に気を配って下さい。不安な時は
図12のように2枚のカラビナを逆向きに合わせてセットするか、図
14のようにロッキングカラビナを使用して下さい。

・カラビナのゲートとノーズの噛み合う部分は泥、汚れ、氷などが詰ま
りやすく、完全にゲートが閉じなくなる場合があります。ゲートが
閉まっていることを常に確認し、必要に応じてクリーニングし、詰
まっているものを取り除いて下さい。

■ロッキングカラビナ
・クライミングでは1枚のノンｰロッキングカラビナでは安全確保でき

ない場合があります。例えば確保点のセット、トップロープのセット、
確保/懸垂器具をハーネスにセットする時などにロッキングカラビナ
が必要になります。

・ロッキングカラビナを使うことでプロテクションの安全性が高まり、
心理的にも安心することができます。用具やロープをしっかり連結
したい時にロッキングカラビナを使用して下さい。ゲートの動きに
異常が無いこと、ゲートのヒンジ(ピン)がノーズと噛み合い、途中
で止まっていないことを確認して下さい。

・安全環が閉まっていても、確保/下降器具が回転し、ゲートを押し開
ける力が働かないように注意して下さい(図16)。

■ロッキング機構
スクリューゲート：安全環を手で回してゲートをロックしたりロックを
解除したりする機構です。操作が簡単なことと、低価格で数多く揃えら
れることがメリットです。ゲートを開ける時は安全環をカラビナのノー
ズが見えるまで緩めて下さい。ゲートをロックする時は、安全環をノー
ズが隠れるまでしっかり閉めて下さい。ゲートが完全に閉じ、ロックさ
れていることを確認して下さい。
ツイストロック：ツイストロックの安全環はゲートを閉めると自動的に
ロックします。ツイストロックを開く時は安全環を1/4回転させてゲ
ートを開いて下さい。ゲートをロックする時は安全環をリリースするだ
けで自動的にロックします。ゲートが完全に閉じ安全環がロックされて
いることを確認して下さい。
・ロープをクリップする時はノン-ロッキングカラビナと同じ方法で行

って下さい。ロープはカラビナの後方から前方に向かって抜け、岩
から離れる方向に向かうようにして下さい。

・ロッキングカラビナといえどもロープが外れてしまうことがあります。
ノーズが下側になり、ゲートがクライマーの登る方向の逆を向き、
ロープが主軸の上を通るようにセットして下さい(図14)。

・カラビナに横方向の加重が絶対に掛からないように注意して下さい。
ロッキングカラビナは主軸の縦方向にのみ強い強度を発揮します。
確保や下降の時はロッキングカラビナが回転してハーネスのビレイ
ループと確保/下降器具によって横方向への加重が起こらないように
注意して下さい。

・ロッキング機構が正常に働き、ゲートがロックされていることを常に
確認して下さい。

・ロッキングカラビナであっても、ロープが安全環の上を流れ、安全環
をひねる力が加わった場合などにゲートが開くことがあります(イラ
スト15)。ロープが安全環(もしくはゲート)の上を通らないように注
意して下さい。これはノンｰロッキングカラビナでも同じです。

ソウンランナー、ドッグボーン
※このパンフレットではソウンランナーおよびドッグボーンは、スリ
ングという呼称で表記しています。

■使用上の注意
・腐食物質に触れないようにして下さい。また直射日光に長時間晒さ

ないで下さい。
・傷、摩耗、切れ目などが無いかを常に確認して下さい。
・スリングを濡らしたり凍らせたりしないで下さい。強度が約2kN低

下します。
・ロープを直接スリングに通さないで下さい(図17)。
・残置されたスリングを信用しないで下さい。
・切れたり、傷ついたり、溶けたり、激しい墜落を制動したスリング

は使用を止めて破棄して下さい。
・ワイヤーやケーブルにスリングを直接結ばないで下さい(図18)。

■他製品との併用
ブラックダイヤモンドスリングは必ずCEN(ヨーロッパ標準化機構)の
規格に適合したクライミングギアと組み合わせて使用して下さい。

■製品寿命の目安
スリングの寿命を判断するのは困難ですが、適切な使い方と手入れを
した場合で3年です。スリングは頻繁に点検して下さい。以下の要素に
よってスリングの寿命は短くなります。
墜落の衝撃、摩耗、切断、傷、熱、紫外線、腐食物質

■洗い方
中性石鹸を使って水洗いして下さい。強い成分を使った合成洗剤や漂
白剤を使用しないで下さい。洗ったらきれいな水で良くすすぎ、直射
日光の当たらない場所で陰干しして下さい。

■保管方法
・清潔で乾燥した直射日光の当たらない場所に保管して下さい。
・ヒーターなどの熱源を避けて保管して下さい。
・腐食物質を避けて保管して下さい。
・持ち運ぶときは傷つけたり摩耗しないように注意して下さい。

■マーキングの意味
22kN：スリングの破断強度を表しています。
2003：製品が製造された年を表しています。

警 告
ここに示した警告を守らなかった場合、死亡または重傷を負う可能
性があります。本製品は登山およびロッククライミング以外の用途
に使用できません。登山およびロッククライミングは危険を伴う行
為で、その行為における行動と決断は本人の責任によるものです。
本製品を使用する全ての方は、製品の性能と限界を熟知し、正しく
使用するために適切な指導者から技術を学んで下さい。本製品を破
棄する場合は、再利用されないように処分して下さい。
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■警告
・ロッククライミングと登山において、経験の積み重ねに勝るものは

ありません。経験不足の人は経験豊富なクライマーの指導の下でカ
ラビナを使用して下さい。

・確保や懸垂下降の時は、ロッキングカラビナが回転して横向きになり、
ハーネスのビレイループと確保/下降器具によって横方向の力が掛か
らないように注意して下さい。横方向加重の場合、縦方向加重と比
べて指示強度が著しく低下します。

・アルミ製カラビナは高温下では強度を低下させ、低温下では強度と
耐久性を維持します。摂氏80°以上の環境でカラビナを使用しない
で下さい。また摂氏250°以上の高温に晒さないで下さい。

・カラビナを化学薬品に触れさせないで下さい。

■使用上の注意とメンテナンス
・カラビナのゲートは内蔵スプリングの力で完全に閉じていなければ

いけません。ゲートピンやノーズに泥が詰まって動きがが渋くなっ
たり、ゲートが開いたまま閉じなくなったら、熱いきれいなお湯で
洗い流して完全に乾燥させて下さい。乾燥したらゲートピンに防錆
潤滑剤を少し注油して下さい。海水、潮風に触れた場合はこの洗浄、
乾燥、注油を毎回行って下さい。

・ストーブ、ヒーターなどの熱源を避けて保管して下さい。
・バッテリー液、ガソリンなどの腐食物質に触れさせないで下さい。
・直射日光を避け、清潔で乾燥した場所に保管して下さい。

■製品寿命の目安
カラビナの寿命を判断するのは困難ですが、控えめに見積もって適切
な使い方と手入れをした場合で10年です。しかしカラビナの状態に少
しでも不安を感じた場合は、たとえ目に見えるダメージがなくても使
用を止めて破棄して下さい。

■製品の破棄
カラビナの使用前後には必ず異常がないかどうかを点検し、以下のよ
うな症状が現れたら使用を止めて下さい。
ひび、鋭いエッジ、バリ、ゲートリベットの曲がりや脱落
ゲートスプリングが弱っている、大きな傷
ゲートが完全に閉じない、構造上の破損
カラビナにヤスリがけなどいかなる改造も加えないで下さい。何らか
の改造を加えた場合、クライミングに使うことはできません。

■他製品との併用
ブラックダイヤモンドカラビナは必ずCEN(ヨーロッパ標準化機構)の
規格に適合したクライミングギアと組み合わせて使用して下さい。

■マーキングの意味
カラビナには以下のような意味を持つマークが刻印されています。
BLACK DIAMOND：製造者名
USA：原産国
    ブラックダイヤモンドのロゴ
    ブラックダイヤモンドの旧ロゴ
デートコード：9134という数字の場合、1999年の134日目に製造
されたことを示します。
CE0639：このマークと番号は、製品がCENの規格に適合している
こ と 、 ブ ラ ッ ク ダ イ ヤ モ ン ド 社 が 品 質 管 理 の 国 際 規 格 で あ る
ISO9001の認定を受けていることを表します。
　　：このマークのついたペアラビナはタイプHコネクターに分類され、

本来ミュンターヒッチ(半マスト結び)を使ったダイナミックビレ
イのためにデザインされていることを表しています。

　　：このマークは製品がタイプXもしくはオーバル型コネクターに分
類されていることを表しています。

　　：カラビナのゲートが閉じた状態で主軸の縦2方向に加重した時の
破断強度をkNで表しています。

　　：カラビナのゲートが開いている状態で主軸の縦2方向に加重した
時の破断強度をkNで表しています。

　　：カラビナの主軸に対して横2方向に加重した時の破断強度をkN
で表しています。


